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９
月
議
会

主  

な  

内  

容

　

９
月
定
例
会
は
10
日
か
ら
19
日
ま

で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

議
案
は
18
件
、
認
定
１
件
、
報
告
４

件
、
追
加
議
案
２
件
が
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
・
認
定
・
同
意
さ
れ

た
。
一
般
会
計
は
２
億
５
６
２
０
万

５
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
38
億
８
２
０
万
５
０

０
０
円
と
な
っ
た
。
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
職
員
の
異
動
や
精
算
な
ど
に

よ
る
増
減
。
追
加
議
案
に
つ
い
て
は
、

予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
動
産

の
取
得
に
議
会
の
議
決
が
必
要
だ
っ

た
と
こ
ろ
だ
が
、
議
決
を
経
ず
し
て

取
得
し
た
た
め
追
認
が
求
め
ら
れ
全

議
案
可
決
し
た
。
令
和
５
年
度
決
算

は
、
全
員
協
議
会
に
よ
り
審
議
が
な

さ
れ
、
意
見
・
要
望
な
ど
が
議
員
に

よ
り
出
さ
れ
認
定
し
た
。

修繕予定の「鳩子の湯」の空調設備

 •

歳
入
に
つ
い
て
は

　

地
方
交
付
税
の
２
５
９
３
万
８
０

０
０
円
の
増
額
、
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
よ
る
出
資
金
、
清
算
金
の
７

４
１
万
４
０
０
０
円
の
増
額
、
公
共

施
設
建
設
基
金
の
繰
入
金
５
０
０
０

万
円
の
減
額
、
繰
越
金
１
億
２
８
０

６
万
４
０
０
０
円
の
増
額
、
雑
入
と

し
て
５
４
５
０
万
３
０
０
０
円
の
増

額
で
す
。

 •

歳
出
に
つ
い
て
は

　

財
政
調
整
基
金
へ
８
１
０
０
万
円

の
増
額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
委
託
料
に
６
６
４
万
円
を
計

上
、
診
療
所
建
設
基
金
に
７
８

０
０
万
円
を
積
立
、
農
業
振
興
費

（
地
域
農
業
資
源
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業 

※
Ｐ
12
下
段
で
解
説
）
に
１

４
４
万
円
の
補
助
金
、
商
工
振
興
費

（
道
の
駅
上
関
海
峡
修
繕
工
事
・
上

関
海
峡
温
泉
修
繕
工
事
）
へ
１
９
８

万
６
０
０
０
円
、
災
害
対
策
費
に
１

７
０
０
万
円
（
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

防
災
グ
ッ
ズ
の
配
布
）
を
計
上
、
予

備
費
と
し
て
３
９
８
９
万
３
０
０
０

円
を
追
加
し
た
。

◆
上
関
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

上
関
町
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る

溪
山
浩
範
氏
の
任
期
が
、
令
和
６
年

９
月
30
日
で
満
了
と
な
る
た
め
引
き

続
き
溪
山
浩
範
氏
を
任
命
す
る
。

監
査
報
告

　

令
和
５
年
度
歳
入
決
算
額
は
、
36

億
１
４
５
９
万
１
６
１
５
円
、
歳
出

決
算
額
は
、
34
億
５
５
６
６
万
３
８

５
０
円
。
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き

財
源
は
、
86
万
３
０
０
０
円
で
差
引

実
質
収
支
額
１
億
５
８
０
６
万
４
７

６
５
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

特
別
会
計
（
12
会
計
）
の
歳
入
決
算

額
は
、
17
億
６
５
６
７
万
４
１
６
３

円
、
歳
出
決
算
額
は
、
17
億
５
９
２

万
４
４
０
円
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す

べ
き
財
源
は
０
円
、
差
引
実
質
収
支

額
５
９
７
５
万
３
７
２
３
円
を
翌
年

度
に
繰
り
越
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
自
主

財
源
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
。
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
安
定

し
た
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
監

査
報
告
と
致
し
ま
す
。

海下竜一郎

監査委員

溪山浩範氏
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山
戸
孝　

議
員

　

防
災
グ
ッ
ズ
を
全
町
民
に
、
と
の

こ
と
だ
が
、予
算
内
容
の
説
明
を
。防

災
事
業
の
中
で
こ
の
事
業
を
優
先
す

る
な
ら
当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き
だ

と
思
う
が
。
ま
た
、
グ
ッ
ズ
の
耐
用

年
数
や
更
新
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

坪
金　

財
政
課
長

　

こ
れ
は
以
前
か
ら
構
想
と
し
て
あ

っ
た
も
の
。
必
要
以
上
に
予
算
計
上

し
た
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
の
交
付

金
１
億
４
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
未

質質
疑疑

応応
答答

防 災 用 テ ン ト

山
内　

総
務
課
長

　

近
年
激
甚
化
す
る
災
害
に
対
し
、

防
災
グ
ッ
ズ
を
準
備
さ
れ
て
い
な
い

方
も
お
ら
れ
る
と
聞
く
。
改
め
て
防

災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

と
の
考
え
か
ら
計
上
し
た
。
耐
用
年

数
は
５
年
程
度
。
更
新
に
つ
い
て
は

個
人
で
と
考
え
て
い
る
。

秋
山
鈴
明　

議
員

　

防
災
グ
ッ
ズ
を
配
布
さ
れ
て
も
個

人
で
揃
え
て
い
る
方
も
い
る
た
め
、

不
要
だ
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
需
要
調
査
は
さ
れ
た
の

か
。

山
内　

総
務
課
長

　

個
人
で
準
備
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
と
思
う
が
無
駄
に
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
不
公
平
感
の
無
い

よ
う
に
と
の
考
え
も
あ
り
、
需
要
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
。

　　　基金の残高　　　令和 6年 8月 30 日現在　　　（単位：円）
山口県証紙購入基金 148,750
土地開発基金 70,670,420
財政調整基金 958,473,622
減債基金 92,656,403
定住促進基金 20,727,006
ふるさと振興基金 369,986,601
公共施設建設基金 516,777,681
社会福祉対策基金 84,567,289
人材育成基金 20,303,871
教育基金 51,004,123
町立学校施設維持運営基金 68,997,193
城山歴史公園施設維持運営基金 3,252,170
新庁舎建設基金 221,292,318
ささえあい基金 169,086,427
国民健康保険事業基金 105,493,907
介護給付費準備基金 85,622,341
上関原電施設特別交付金施設維持運営基金 252,860,115
上関海峡温泉施設維持補修基金 39,175,018
町営住宅維持補修基金 33,143,688
風力発電事業維持運営基金 205,224,242
上関町森林環境整備基金 720,941
上関町診療所施設設計基金 50,462,500
上関町総合計画策定基金 17,655,000

小計 3,438,301,626

申
請
の
１
０
０
０
万
円
を
余
す
こ
と

な
く
有
効
的
に
活
用
で
き
る
と
判
断

し
た
。
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避妊去勢手術した地域猫

総務関係総務関係

 �需用費の消耗品費で防災グッズを配布す
ることとなった経緯は。

�  �防災意識の向上、町の防災事業の重要性、
災害発生時に備えた分散備蓄を推進。

総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会
令和６年度一般会計

関連

 �総合計画のための住民ワークショップが
開かれたが、各地の参加者数は。
 �総合文化センターでは、1 回目 16 名、２
回目 18 名、祝島では、1 部 13 名、2 部
14 名。

 �野良猫の避妊去勢費用助成金、予算 15 万
円に対し現時点の実績は。
 �避妊去勢手術助成は、現在 21 匹申し込み。
オスが 5000 円、メスが 1 万円で、交付決
定額が予算 15 万円のうち 14 万 9000 円
支出済みのため、今年度は締め切り。

 �21 匹避妊去勢された猫はどこの地域か。
 �20 匹が祝島、1 匹は上関地区。

 �町内放送が流れても、聞きとれない場合は。
 �町内放送を再度聞くことができる、電話番
号は改めて広報に掲載するよう対応した
い。

 �祝島小学校の来年度、再来年度は、入学予
定者は。教室はどのようになるか。
 �令和 7 年度 2 名、令和 8 年度 2 名、教員
の配置は 1 人増。教室は 1 つ増室の予定。

 �祝島小学校と上関中学校の交流について。
 �祝島では 7 月 2・3 日に地域の方に神舞で
使われる「とま編み」を習い、地域の方へ
のインタビューや交流して学んだことを
11 月 3 日の上関學苑祭で披露する予定。

上関中学校の生徒が、3 年前位から、地域の
掃除を、通学路・中の浦海浜公園含め行って
いる。上関町の良いところは、「自然が多いか
ら草木もたくさん生える」、「狸もアナグマも
多い」、「次は地域の方と一緒に草刈りをした
い。何故なら地域の人といろんな会話ができ
るから楽しい。」
中学生は、地域に恩返しを、という考えでピ
カピカ大作戦を行っております。

文教関係文教関係

関連

中学校での活動

 �祝島教員住宅改修工事の内容は。
 �祝島小学校に入学する児童がいるので、複
式学級となり、臨時採用教員の配置予定が
あるため、空調更新、水回り改修及び畳・
襖の修繕。

 �城山歴史公園の工事請負費が新たに 465
万円計上の理由は。
 �財源となる助成金の交付を上限まで受け
るため改修カ所をピックアップした。

「放送がきこえにくい」「聞き逃した･･･」
このような時には、聞き逃した町内放送の
内容を、２４時間以内のものに限り確認で
きます。

電話応答装置電話番号

☎６２‒５１１１
　

（※通話料金がかかります）

音声ガイダンスに従って操作してください。

■ご不明な点は　総務課総務係　☎６２‒０３１１へ
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産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会

産業関係産業関係

厚生関係厚生関係

 �保育所費、財源振替の説明を。
�  �保育所の委託料の財源に『過疎地域持続的

発展特別事業債』の対象とならない公費分
も含まれていたので、起債充当の対象から
外し、一般財源が増えている。

 �予防費の委託料が 650 万円上がっている
が。

�  �新型コロナワクチンの予防接種費用だが、
当初、国が接種費用を１人 7000 円で示し
ていたのが、1 万 5300 円に上がった分を
補正する。

 �ほのぼの活性化センター空調設備更新工
事の具体的な内容は。

�  �床置き型の空調機器の設置工事。

 �海峡温泉修繕工事の内容は。
�  �脱衣室の空調修繕工事。

 �観光費の看板デザイン設置業務の内容は。
 �上盛山展望台の景色を見渡す案内図の整
備。

令和６年度一般会計予算

関連

 �診療所基本計画の策定・公表の考えは。
 �基本計画から実施設計まで9ヶ月程度を考え

ている。公表は考えていないが、議会には
提示するようになると思う。

 �オンライン診療などの、独自性のある診
療・医療を提供する予定は。

�  �現在の診療所が基本。町民からの要望は取
り入れていきたい。

 �診療所を木造にする予定は。
�  �確定してない。

関連

 �観光費の財源内訳は。
 �当初予算の過疎対策事業債で 550 万円計
上していたが、展望台の樋の工事を追加し
ソフト事業でも使える過疎地域持続的発
展特別事業債 680 万円で借り換えした。

 �道の駅来店者数の減少の課題に対してど
のような議論・アクションをしているか。
 �魅力ある商品をPRして客単価を上げてい
き、客数の増加や売り上げ増加を目指して
いる。

 �道の駅の工事請負費の内容は。
 �テナントの換気扇等設置工事。

 �テナントに入る業者の希望で変えるのか。
 �保健所の許可が従来のものでは下りない
ため。

 �水軍まつりを規模縮小して開催したが、ど
のような縮小になったのか。
 �台船からの花火の打ち上げを防波堤に変
更し、シャトルバスの運行もやめた。

 �費用は予算の 900 万円を下回るのか。
 �850 万円相当。

 �水道料金について、近隣自治体が上げた理
由について。
 �柳井市は将来必要となる施設更新費用も
見据えて、料金を随時見直していると聞
いている。田布施・平生水道事業企業団は、
経営状況が悪く内部留保金も少ないと聞
いており、そのことが理由の一つではない
かと推測される。

 �水道料金の値上げの議論をしているか。
 �当面は現行の水道料金となる。令和 7 年
度以降は柳井地域広域水道事業団と経営
統合を行うので、その後は上関町簡易水道
事業の料金設定は企業団で行うことにな
る。今後は企業団の中で適切な料金の議論
をしていくことになる。
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令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
で

　
　
　
　
　

討 

論
！

　

議
案
第
２
号
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
反
対
・
賛
成
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に
係
る
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
１
０
０
０
万
円
が
充
て
ら
れ
た
消

防
費
の
防
災
グ
ッ
ズ
の
購
入（
全
町
民
へ
の
配
布
事

業
）
に
つ
い
て
焦
点
が
当
て
ら
れ
、そ
れ
に
対
す
る

是
非
が
反
対
１
名
・
賛
成
１
名
双
方
の
立
場
の
議
員

か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
６
名
、
反
対
３
名
の

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

財源で激論財源で激論

検討中の防災グッズのカタログ

　山戸　孝 議員

反　対
　

こ
の
議
案
に
反
対
す
る
。
理
由

は
２
点
。
一
点
目
は
財
源
に
つ
い

て
。
防
災
グ
ッ
ズ
の
全
町
民
へ

の
配
布
事
業
に
つ
い
て
、
中
間

貯
蔵
施
設
計
画
に
係
る
交
付
金

１
０
０
０
万
円
を
使
う
た
め
に
一

般
財
源
か
ら
最
大
７
０
０
万
円
を

支
出
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の

か
。
財
政
が
厳
し
い
か
ら
中
間

貯
蔵
施
設
誘
致
を
と
言
う
一
方
で
、

自
由
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
使
え
る

貴
重
な
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
は

本
末
転
倒
で
は
な
い
か
。
二
点
目

と
し
て
、
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に

つ
い
て
説
明
も
議
論
も
な
い
ま
ま
、

こ
う
し
て
交
付
金
に
よ
る
事
業
ば

か
り
が
先
行
す
る
こ
と
も
問
題
だ
。

議
論
が
歪
ん
で
し
ま
う
。

賛 　成
　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
の
災
害
対
策
費
に
あ
る
消

耗
品
は
防
災
グ
ッ
ズ
と
い
う
こ

と
で
、
最
近
全
国
各
地
で
災
害

が
多
く
不
安
を
感
じ
る
町
民
も

少
な
く
な
い
と
思
う
。
防
災
グ

ッ
ズ
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る

が
購
入
方
法
な
ど
わ
か
ら
ず
購

入
で
き
な
い
町
民
も
い
る
。
全

町
民
が
防
災
グ
ッ
ズ
を
持
っ
て

お
け
ば
、
災
害
時
の
避
難
が
少

し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
町

民
の
安
心
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

国
の
交
付
金
１
０
０
０
万
円
に

加
え
一
般
財
源
を
７
０
０
万
円

歳
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
災
害

時
に
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守

る
た
め
に
必
要
な
予
算
だ
と
考

え
る
。
国
の
交
付
金
を
有
効
活

用
し
た
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

　柏田　真一 議員
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聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

９月定例会では６名の議員が９月定例会では６名の議員が
　　　　　　９件の質問をしました。　　　　　　９件の質問をしました。

○中間貯蔵施設○中間貯蔵施設
○核燃料サイクル○核燃料サイクル
○公共施設の現状○公共施設の現状
○町の財政状況○町の財政状況
○移住促進のイメージ戦略○移住促進のイメージ戦略

今今    

上
関
町
に

上
関
町
に

　　    
な
に
が

な
に
が    

必
要
必
要    

かか

中
間
貯
蔵
施
設
の
一
層
の
理
解
醸

中
間
貯
蔵
施
設
の
一
層
の
理
解
醸

成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

上
関
町
に
お
け
る
新
た
な
財
源
と

し
て
昨
年
８
月
に
中
国
電
力
か
ら
提

案
さ
れ
た
中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
・

検
討
に
つ
い
て
、
１
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
事
業
者
や
町
に
お
い
て
、

東
海
第
二
発
電
所
の
乾
式
貯
蔵
施
設

の
見
学
会
を
実
施
し
て
い
る
。
現
物

を
見
る
こ
と
が
理
解
醸
成
に
向
け
て

有
効
か
つ
近
道
の
手
段
だ
と
考
え
る
。

一
層
の
理
解
醸
成
に
向
け
た
観
点
か

ら
２
点
質
問
す
る
。
１
点
目
、
町
が

主
催
し
た
見
学
会
の
評
価
や
参
加
者

の
所
感
は
。
２
点
目
、
ま
た
一
人
で

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
の
お
考
え
は
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
理
解
醸
成

に
向
け
見
学
会
を
実
施

質
問

　
見
学
会
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
昨
年
か
ら
町
の
方
で
も

実
施
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
お
考

え
の
方
が
お
ら
れ
る
中
で
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
見
学
し
て
、
理
解
を

深
め
て
頂
き
た
く
実
施
し
て
い
る
。

１
点
目
の
見
学
会
の
評
価
や
参
加
者

の
所
感
の
殆
ど
は
、
使
用
済
燃
料
を

安
全
に
保
管
で
き
る
施
設
だ
と
感
じ

た
と
の
こ
と
。
次
に
２
点
目
の
周
知
・

募
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
み

の
せ
き
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
回
覧

な
ど
で
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
募

集
・
実
施
を
行
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

古泉　直紀 議員

施設見学会
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再 処 理 施 設

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

最
近
の
動
き
に
つ
い
て

最
近
の
動
き
に
つ
い
て

　

六
ケ
所
村
再
処
理
工
場
は
し
ゅ
ん

工
時
期
を
、
よ
り
安
全
な
施
設
に
す

る
た
め
「
２
０
２
６
年
度
中
」
に
見

直
す
こ
と
を
公
表
し
た
。
青
森
県
む

つ
市
に
あ
る
中
間
貯
蔵
施
設
は
、
キ

ャ
ス
ク
の
貯
蔵
期
間
を
50
年
と
定
め

る
こ
と
や
風
評
被
害
に
係
る
措
置
な

ど
を
記
載
し
た
安
全
確
保
・
環
境
保

全
に
関
す
る
協
定
を
青
森
県
、
む
つ

市
、
Ｒ※
Ｆ
Ｓ
の
３
者
で
締
結
し
た
。

こ
の
２
つ
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
最
近
の
動
き
を
踏
ま
え
、
我
が

町
の
中
間
貯
蔵
計
画
に
対
す
る
考
え

は
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て

中
間
貯
蔵
施
設
は
重
要
な
も
の

質
問

質
問

　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
六
ケ

所
村
再
処
理
工
場
は
中
核
と
な
る
施

設
で
あ
り
、
重
要
な
施
設
で
あ
る
た

め
、
安
全
性
を
最
優
先
と
し
た
し
ゅ

ん
工
を
目
指
し
長
期
化
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
一
方
、
む
つ
市
の
中
間

貯
蔵
施
設
は
、
来
月
に
で
も
稼
働
す

る
予
定
で
受
け
入
れ
準
備
が
進
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
問
題
に
な
る
の
が
、

貯
蔵
期
間
で
、
最
長
50
年
後
の
搬
出

先
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
国
の
計

画
は
、
使
用
済
燃
料
を
基
本
的
に
再

処
理
工
場
で
処
理
を
す
る
。
中
間
貯

蔵
施
設
が
最
終
処
分
場
に
な
る
と
い

う
懸
念
を
払
拭
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
検
討
を
受

中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
検
討
を
受

け
入
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
て

け
入
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
て

事
業
者
、町
に
よ
る
施
設
見
学
会

に
よ
り
理
解
い
た
だ
い
て
い
る

　

中
間
貯
蔵
の
調
査
を
受
け
入
れ
て

１
年
が
経
過
し
た
。
当
初
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
る
た
め
の
い
わ
ば
資
源

　
中
国
電
力
に
よ
る
説
明
会
、
施

柏田　真一 議員

設
見
学
会
、
各
種
団
体
主
催
の
勉
強

会
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
町
で

も
見
学
会
を
実
施
し
て
い
る
。
住
民

の
皆
様
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
中
間
貯
蔵
施
設
が
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
。
今
後
も
施
設
見
学

会
を
継
続
実
施
し
実
際
に
施
設
を
訪

れ
実
物
を
み
る
こ
と
で
、
安
全
性
を

実
感
し
て
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

で
あ
る
使
用
済
燃
料
を
核
の
ゴ
ミ
と

表
現
し
、
ま
た
、
ま
っ
た
く
別
の
施

設
で
あ
る
最
終
処
分
場
と
な
る
な
ど
、

風
評
が
多
く
出
回
っ
て
い
た
。
現
在

で
は
事
業
者
か
ら
の
説
明
や
施
設
の

見
学
な
ど
を
通
し
て
知
識
が
深
ま
り
、

中
間
貯
蔵
と
最
終
処
分
が
大
き
く
違

う
こ
と
な
ど
多
く
の
町
民
が
理
解
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
中
間
貯

蔵
に
対
す
る
町
民
の
理
解
度
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。



かみのせき議会だより9 令和6年10月24日　№ 168

使
用
済
核
燃
料
の
行
き
場
、

使
用
済
核
燃
料
の
行
き
場
、

5050
年
後
に
あ
る
の
か

年
後
に
あ
る
の
か

　

①
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
は
住
民
及

び
周
辺
自
治
体
の
反
発
や
不
信
を
現

在
進
行
形
で
生
み
だ
し
て
い
る
。
計

画
自
体
も
町
の
進
め
方
も
ま
ち
づ
く

り
の
手
段
と
し
て
不
適
当
で
は
な
い

か
。
②
上
関
町
の
中
間
貯
蔵
施
設
は

永
久
貯
蔵
に
な
る
懸
念
が
ぬ
ぐ
え
な

い
。
使
用
済
核
燃
料
の
行
き
場
が
50

年
後
に
あ
る
の
か
。
永
久
貯
蔵
に
な

ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
根
拠
は
。
③
先
日
、
日
本
生
態
学

会
の
自
然
保
護
専
門
委
員
会
が
町
に

要
望
書
を
提
出
し
た
が
、
対
応
は
。

中
電
に
環
境
ア
セ
ス
を
求
め
る
の
か
。

国
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る

質
問

質
問

　
①
周
辺
市
町
の
首
長
に
対
し
町
の

実
情
や
状
況
を
、
そ
の
都
度
説
明
し

て
き
た
。
今
後
も
丁
寧
に
説
明
し
て

い
き
た
い
。
適
地
と
な
っ
た
場
合
に

は
建
設
に
向
け
た
議
論
は
十
分
時
間

を
と
る
の
で
、
本
当
に
上
関
町
に
必

要
な
物
か
住
民
の
皆
様
を
含
め
判
断

し
て
ほ
し
い
。
②
中
間
貯
蔵
施
設
は

永
久
貯
蔵
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
搬
出
先
の
確
保
や
最
終
処
分

に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て
議
論
さ
れ

る
も
の
と
考
え
る
。
③
昨
年
８
月
18

日
に
中
国
電
力
に
対
し
「
調
査
に
あ

た
っ
て
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
」
と

　
①
上
関
の
新
た
な
地
区
館
に
つ
い

て
は
、
関
係
各
課
に
よ
る
協
議
・
検

討
、
地
区
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
な

ど
も
踏
ま
え
て
建
設
に
向
け
で
き
る

限
り
早
急
に
対
応
し
た
い
。
②
上
関

地
区
館
も
含
め
財
源
確
保
が
最
大
の

課
題
。
祝
島
公
民
館
の
整
備
に
つ
い

て
は
第
６
次
総
合
計
画
に
明
記
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
③
維
持
管

理
に
必
要
な
水
の
確
保
や
土
地
の
取

得
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
町
の
現
状

や
将
来
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
第
６

次
総
合
計
画
を
策
定
中
な
の
で
、
花

木
公
園
整
備
の
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
も
審
議
し
て
い
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

老
朽
化
公
共
施
設
な
ど
、

老
朽
化
公
共
施
設
な
ど
、

今
後
の
方
針
は

今
後
の
方
針
は

早
急
に
対
応
し
た
い
が
、財

源
確
保
な
ど
課
題
が
あ
る

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
第
６
次
総

合
計
画
の
な
か
で
方
向
性
が
位
置
付

け
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
と
思
う
が
、

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
長
年
代
替
施
設

が
望
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
①

上
関
地
区
館
に
つ
い
て
、
旧
福
祉老朽化の進む祝島公民館

山戸　孝 議員

セ
ン
タ
ー
館
跡
地
は
解
体
後
、
更
地

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
②
祝
島
公

民
館
に
つ
い
て
は
島
の
他
の
施
設
も

含
め
老
朽
化
は
著
し
く
、
島
民
か
ら

の
代
替
施
設
の
要
望
の
声
は
大
き
い
。

③
上
盛
山
の
花
木
公
園
の
計
画
は
、

現
在
動
き
は
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
町
の
考
え

は
。

要
請
し
て
い
る
。
環
境
ア
セ
ス
は
事

業
者
が
判
断
す
る
こ
と
。
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自主財源の確保に向けた風力発電事業

中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る

中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る

住
民
説
明
会
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
に
つ
い
て

町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

た
自
主
財
源
の
確
保
は

た
自
主
財
源
の
確
保
は

　

調
査
受
け
入
れ
か
ら
早
一
年
が
経

過
し
た
が
、
町
か
ら
住
民
に
対
し
て

行
わ
れ
て
い
る
の
は
東
海
村
へ
の
施

設
見
学
の
み
。『
適
地
』
と
い
う
調

査
結
果
が
出
る
前
に
視
察
見
学
を
行

っ
て
い
る
こ
と
に「
時
期
尚
早
で
は
」

と
以
前
か
ら
訴
え
て
い
る
が
、
住
民

説
明
会
が
未
だ
に
開
か
れ
て
い
な
い

こ
と
に
も
不
満
を
感
じ
て
い
る
。
①

な
ぜ
早
い
段
階
で
中
間
貯
蔵
施
設
に

関
す
る
説
明
会
を
開
か
な
い
の
か
。

②
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
現
状
、
建
設

を
受
け
入
れ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
提
供
を
住

民
に
丁
寧
に
提
示
す
る
べ
き
で
は
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
35
億
５
２
０
０
万
円
で
対
前
年

比
9.5
％
の
増
額
だ
。
歳
入
の
内
訳
は
、

自
主
財
源
が
全
体
の
19
・
５
％
。
依

存
財
源
が
全
体
の
80
・
５
％
で
依
存

財
源
に
頼
る
厳
し
い
町
の
財
政
状

況
。
人
口
減
少
が
進
む
当
町
に
お
い

て
、
町
税
や
地
方
交
付
税
は
、
減
少

傾
向
に
あ
る
。
経
常
経
費
の
穴
埋

め
と
な
る
財
政
調
政
基
金
の
残
高

は
、
今
年
度
１
億
５
４
０
０
万
円
の

取
り
崩
し
を
行
い
、
令
和
６
年
度
末

で
、
約
７
億
４
７
０
０
万
円
の
見
込

み
だ
。
現
在
の
町
の
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
自
主
財
源
の
確
保
に
対
す
る

考
え
は
。

状
況
を
見
な
が
ら
実
施

し
て
い
く

明
確
な
方
法
は
な
い

質
問

質
問

　
①
中
国
電
力
に
よ
る
個
別
の
地
区

説
明
会
は
行
わ
れ
て
い
る
。
町
と
し

て
は
具
体
的
な
時
期
や
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
国
や
事
業
者
を
交
え
た
協

議
は
行
っ
て
な
い
。
住
民
説
明
会
は

必
要
と
伝
え
て
い
る
が
、
現
在
は
調

査
段
階
で
貯
蔵
規
模
な
ど
内
容
に
よ

っ
て
は
、
答
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

る
た
め
、
状
況
を
見
な
が
ら
詳
細
を

示
す
段
階
に
な
れ
ば
開
催
し
た
い
。

②
説
明
会
を
開
催
す
る
時
期
が
来
た

ら
、
中
間
貯
蔵
施
設
を
受
け
入
れ
た

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
や
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
も
国
か
ら
説

明
す
る
よ
う
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
財
政
状
況
を
示
す
主
な
指
標
と
し

て
、
財
政
力
指
数
、
経
常
収
支
比
率

が
あ
る
。
令
和
４
年
度
の
指
標
で
財

政
力
指
数
は
、
０
・
１
１
３
で
県
内

19
市
町
の
中
で
最
下
位
と
な
っ
て
い

る
。
経
常
収
支
比
率
は
、
91
・
１
％

だ
が
、
県
内
で
の
最
下
位
が
96
・
１

％
で
大
き
な
差
は
な
い
。
自
主
財
源

の
確
保
に
明
確
な
方
法
は
な
い
。
今

後
も
町
税
や
基
金
繰
入
金
、
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
向

け
て
努
力
を
し
、
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
有
効
活
用

し
適
切
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

住民ワークショップの様子

清水 康博 議員

海下 竜一郎 議員
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移
住
促
進
に
向
け
た

移
住
促
進
に
向
け
た

イ
メ
ー
ジ
戦
略
は

イ
メ
ー
ジ
戦
略
は

　

こ
こ
２
年
、
町
内
の
出
生
者
数
は

わ
ず
か
２
～
３
人
／
年
。
町
長
は
中

間
貯
蔵
施
設
に
期
待
し
た
い
の
だ
ろ

う
が
、
も
し
仮
に
“ 誘
致
 ”
と
な
っ

た
と
し
て
も
稼
働
は
10
年
以
上
先
に

な
る
。
そ
ん
な
余
裕
も
な
い
ほ
ど
す

で
に
危
機
的
で
あ
り
、
今
す
ぐ
移
住

者
を
増
や
す
と
い
う
当
た
り
前
の
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
必
要
が
あ
る
。
一

般
的
な
感
覚
か
ら
す
れ
ば
原
発
関
連

施
設
が
た
つ
と
な
る
と
不
安
に
思
う

人
が
多
い
な
か
、
移
住
し
た
く
な
る

よ
う
な
町
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
が
絶
対

的
に
必
要
だ
。
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

財
源
確
保
で
メ
リ
ッ
ト
充
実

さ
せ
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
に

質
問

質
問

　
確
か
に
移
住
政
策
に
は
町
の
イ
メ

ー
ジ
戦
略
は
重
要
。
し
か
し
町
が
な

ぜ
原
子
力
発
電
所
の
立
地
や
中
間
貯

蔵
施
設
建
設
に
係
る
立
地
可
能
性
調

査
の
申
し
入
れ
を
受
け
た
の
か
、
そ

の
理
由
は
人
口
減
少
や
産
業
の
衰
退

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
財
源
確
保
や
地
域
振
興
策
に

つ
な
が
る
選
択
肢
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
た
め
。
上
関
町
で

暮
ら
す
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
今
い
る
住
民
の
生
活
を

守
り
支
援
し
、
さ
ら
に
は
移
住
者
か

　
現
在
は
事
業
者
に
よ
る
調
査
の
段

階
で
あ
り
、
結
論
を
出
す
時
期
で
は

な
い
。
出
す
に
し
て
も
十
分
な
議
論

を
尽
く
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
論
の
場
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
具
体
的
に
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、

住
民
説
明
会
を
は
じ
め
必
要
に
応
じ

て
様
々
な
形
で
の
議
論
の
場
を
設
け

て
い
き
た
い
。
私
の
想
定
と
し
て
は

国
か
ら
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
事
業
者

か
ら
は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
施
設

整
備
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、
町
か

ら
は
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
た
振
興

策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
議
論
し

て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

中
間
貯
蔵
施
設
の
議
論
の
場
、

中
間
貯
蔵
施
設
の
議
論
の
場
、

ど
う
つ
く
る
の
か

ど
う
つ
く
る
の
か

必
要
に
応
じ
様
々
な
形
で

設
け
た
い

　

昨
年
、
立
地
可
能
性
調
査
を
足
早

に
受
け
入
れ
た
理
由
に
つ
い
て
「
結

論
を
先
送
り
し
て
も
対
立
が
深
ま
る

ば
か
り
」
と
町
長
は
い
う
。
対
立
が

起
き
た
と
い
う
認
識
が
あ
る
こ
と
は移住したくなる町のイメージづくりを

理
解
で
き
る
が
、
結
論
を
出
し
て
さ

え
し
ま
え
ば
町
民
は
納
得
す
る
と
思

っ
て
い
る
の
か
。
対
話
と
議
論
の
場

を
作
り
、
町
を
一
つ
に
ま
と
め
る
の

が
行
政
の
役
割
だ
。
以
前
、
住
民
同

士
の
議
論
の
場
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
つ
く
る

の
か
。
現
状
、
多
く
の
町
民
が
議
論

の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
と
考
え
て
い
る

の
か
。

秋山 鈴明 議員

ら
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。
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議
員
派
遣

議
員
派
遣
にに

異
議
あ
り

異
議
あ
り
!!!!

　
原
子
力
サ
ミ
ッ
ト
に
は
２
回
参
加

し
た
が
、
形
骸
化
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
あ
く
ま
で
原
発
立
地
自
治
体
の

議
会
・
議
員
間
の
議
論
・
意
見
交
換

異
議

山
戸　

孝 

議
員

地域農業資源リノベーション事業補助金について（２ページより）

　中古のハウスの活用などに補助金が出る事業です。興味のある方は農林水産係へご連絡くだ
さい。（62-0360）

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
６

名
、
反
対
３
名
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

の
は
ず
が
、
国
へ
の
交
付
金
の
要
望

や
お
願
い
ば
か
り
。
特
に
前
回
参
加

時
に
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
被
害
か
ら
い
ま
だ
復
興
半
ば
の
被

災
地
自
治
体
へ
の
配
慮
の
無
い
発
言

が
他
の
立
地
自
治
体
議
員
か
ら
あ
り
、

聞
く
に
堪
え
な
か
っ
た
。
本
町
の
議

会
、
議
員
に
と
っ
て
多
大
な
費
用
と

時
間
を
か
け
て
行
く
意
義
は
薄
い
。原子力サミット

　

令
和
６
年
10
月
31
日
か
ら
11
月
１

日
に
か
け
て
東
京
で
開
催
さ
れ
る

「
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ

ミ
ッ
ト
（
原
子
力
サ
ミ
ッ
ト
）」
へ

の
議
員
派
遣
が
議
会
に
諮
ら
れ
ま
し

た
。
原
子
力
サ
ミ
ッ
ト
は
原
子
力
立

地
自
治
体
の
議
会
・
議
員
な
ど
が
原

子
力
発
電
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
・

情
報
交
換
す
る
目
的
で
、
２
年
に
一

度
開
催
さ
れ
ま
す
。
上
関
町
は
立
地

自
治
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
子

力
発
電
所
計
画
が
あ
る
た
め
参
加
し

て
お
り
、
今
回
、
議
員
よ
り
異
議
が

出
さ
れ
た
た
め
議
員
派
遣
の
是
非
の

決
議
を
と
り
ま
し
た
。

実施
種目

遊休
資産
の利
活用

市町遊休資
産を活
用して
営農拡
大する
取組の
実証経
費を支
援

１　中
古農業
用施設
の改修

２　中
古農業
用機械
の改修

・市町
間接補
助事業
とする。
・1/3 以
内

採択要件は次に揚げる全ての要件を満たすこととする。
１  事業実施主体が地域農業資源リノベーション計画を策定すること。
２  支援対象者要件
　  （1）地域農業資源リノベーション計画に位置付けられていること
　  （2）取組内容に応じて、目標年度までに以下の規模の営農を拡大すること

　※育苗用のものについては、その受益面積（本ぽ）とする
３  補助対象要件
　原則として、県内生産者が使用していた遊休資産を改修する場合に限る。

４  対象品目
　原則、産地交付金の県域重点推進作物助成品目等（麦、大豆、たまねぎ、キャ
ベツ、トマト、イチゴ、アスパラガス、リンドウ、ユリ、はなっこりー等）、
その他知事が認める品目とする。

原則と
して当
該年度

事業
実施細目

事業
実施主体

事業
実施期間 採択要件等 補助率

取組内容 営農拡大面積
施設改修 概ね 3 a 以上

機械改修 土地利用型：1 ha 以上、露地野菜・露地花き：概ね 30 a 以
上、露地果樹：概ね 10 a 以上、施設園芸：概ね 3 a 以上

取組内容 経費区分 要件

施設改修

１  農業用施設を
改修する経費

２  農業用施設を
移設（解体・運搬・
設置）する経費

各経費について次に掲げる全ての要件を満たすこと
１ 残存法定耐用年数が 2 年未満であること
２ �既存の施設の代替として修繕（再整備）するものでは

ないこと
３ 補助対象のうち概ね 4 割以上は古品古材を使用すること
４ 上限事業費　15,000 千円／支援対象者

機械改修

営農開始又は規
模拡大に必要な
農業用機械の修
繕経費等

次に掲げる全ての要件を満たすこと
１ 残存法定耐用年数が 2 年未満であること
２ �支援対象者の既存機械の同規模更新となる機械では

ないこと
３ 上限事業費　1,500 千円／支援対象者
４ 計画承認から 3 カ月以内に竣工（納品）できるものに限る
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議会活動報告（令和６年６月 19 日～令和６年９月 19 日）

７
月
16
日

７
月
12
日

７
月
11
日

7
月
10
日

7
月
９
日

〃
７
月
８
日

〃
７
月
５
日

７
月
３
日
～
５
日

７
月
２
日

〃
７
月
１
日

６
月
27
日

６
月
26
日

６
月
19
日

月
　
日

熊
毛
郡
議
会
広
報
協
議
会
総
会
（
平
生
町
‥
山
谷
・
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修

（
柳
井
市
‥
岩
木
・
山
谷
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
）

定
期
監
査
（
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

柳
井
広
域
消
防
組
合
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
海
下
）

離
島
地
域
行
政
視
察
（
新
潟
県
‥
岩
木
）

県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

定
期
監
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

〃
９
月
19
日

９
月
18
日

〃
９
月
13
日

９
月
11
日

９
月
10
日

９
月
３
日

８
月
28
日

８
月
23
日

８
月
20
日

８
月
15
日

８
月
１
日

７
月
26
日

７
月
18
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
秋
山
・
柏
田
・
岩
木
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
戸
・
山
村
・
海
下
・
清
水
・
山
谷
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
）

人
権
学
習
講
座
（
岩
木
・
古
泉
・
右
田
・
柏
田
・
山
谷
）

上
関
町
財
政
健
全
化
審
査
（
海
下
）

山
口
県
町
議
会
議
員
広
報
研
修
会

（
山
口
市
‥
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

二
十
歳
の
つ
ど
い
（
岩
木
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
平
生
町
‥
岩
木
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

柳
井
地
区
広
域
水
道
企
業
団
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）
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　■
編

　
集

／
議

会
広

報
広

聴
調

査
特

別
委

員
会

　
■

印
刷

所
／

中
村

印
刷

株
式

会
社

■
発

行
責

任
者

／
議

会
議

長
　

岩
木

和
美

　
〒

742-1402　
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

大
字

長
島

448
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各町ごとでの質疑応答

議員研修　開会式

　

次
回
定
例
会
の
初
日

　

は
12
月
３
日(

火)

の

　

予
定
で
す
。

　

例
年
に
な
く
残
暑
の
厳
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
８
月
に
中

国
電
力
か
ら
、
新
た
な
地
域
振
興
策

と
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
・
検

討
が
回
答
さ
れ
て
、
一
年
が
経
過
し

一
般
質
問
に
お
い
て
も
、
様
々
な
質

問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
住
民

の
方
々
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
た

め
、
中
国
電
力
と
町
に
よ
る
東
海
第

二
発
電
所
の
見
学
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
第
一
義
的
に
は
中
国
電
力

が
行
う
も
の
で
す
が
、
町
長
の
「
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
の
お
考
え
の

も
と
、
町
も
一
人
で
も
多
く
の
人
に

参
加
し
て
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
今
後
も
実
施
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

陳　

情

編

集

後

記

　

ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
の
た
め
の

積
極
的
外
交
を
政
府
に
要
求
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

茜

　

母
（
王
乖
彦
）
が
中
国
で
不
法
に

逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張　

一
文

委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

皆
様
方
の
ご
意
見
・
想
い
・
投
稿

な
ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
８
月
20
日
（
火
）

山
口
市
「
セ
ン
ト
コ
ア
山
口
２
階

　
　
　
　

サ
フ
ァ
イ
ヤ
Ａ
」

講
演
「
そ
ろ
そ
ろ
化
け
ま
せ
ん
か
!!

～
創
意
、工
夫
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
～
」

熊
本
大
学
客
員
教
授

　
　
　
　
　

越
地　

真
一
郎　

氏

　

各
町
会
議
員
を
グ
ル
ー
プ
編
成
し
、

※
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
で
課
題
探
求
な
ど

広
報
に
関
し
て
の
創
意
、
工
夫
の
取

り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

※�

マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
と
は
、
発
想
法
の

一
種
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
を
整
理
・

外
化
し
、
思
考
を
深
め
る
も
の
で

あ
る
。

令
和
６
年
７
月
10
日
（
水
）

午
後
３
時
～

柳
井
市
「
柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル
」

講
演
「
地
方
議
会
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
の
推
進
に
つ
い
て
」

総
務
省
統
計
研
究
所

統
計
技
術
研
究
官

　
　
　
　
　
　

長
尾　

真
一　

氏

　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
は
、
証
拠
に
基
づ
く

政
策
立
案
の
こ
と
で
、
全
国
の
い
ろ

い
ろ
な
統
計
、
デ
ー
タ
の
集
計
に
つ

い
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

 

令
和
６
年
山
口
県
町
議
会

 　
　
　
　
　
　

広
報
研
修
会

 
柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会

 　
　
　
　
　
　

議
員
研
修
会


